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抽選で30名に
エルパソ豚牧場の「どろぶた」
缶詰4点セットをプレゼント！
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北海道農業共済組合
第３回通常総代会開催
北海道農業共済組合
第３回通常総代会開催
　令和６年６月７日、札幌市の共済ホールで第３回通常総代会を開催し、総
代２１０人のうち２０１人（うち書面議決６５人、代理出席１人）が出席しました。
　議長にオホーツク管内清里町の橘裕城総代が選任され、審議のもと８議
案について原案通り可決・承認されました。

　
２
年
目
の
事
業
を
振
り
返
る
と
、引
受
に

つ
い
て
は
収
入
保
険
へ
の
移
行
も
あ
り
、総

共
済
金
額
は
前
年
度
よ
り
２
８
８
億
円
減

少
し
、８
１
８
７
億
円
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、令
和
５
年
度
の
収
入
保
険
加
入
者
は
、

６
３
１
９
経
営
体
で
前
年
度
よ
り
３
６
０

戸
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、昨
年
の
農
業
共
済
の
被
害
お
よ
び

事
故
に
つ
い
て
は
、一
部
令
和
４
年
産
を
含

む
全
事
業
の
支
払
共
済
金
の
合
計
額
は
約

３
６
５
億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
と
し
て
農
作
・
畑
作
・
果
樹
共
済

で
は
、総
じ
て
平
年
並
み
か
ら
良
の
作
柄
と

な
り
ま
し
た
が
、秋
播
小
麦
は
生
育
期
の
高

温
等
に
よ
る
品
質
低
下
、て
ん
菜
は
褐
斑
病

や
高
温
の
影
響
に
よ
る
根
中
糖
度
の
著
し

い
低
下
、豆
類
・
そ
ば
は
異
常
高
温
に
よ
る

結
実
不
良
、令
和
４
年
産
ば
れ
い
し
ょ・
豆

類
・
た
ま
ね
ぎ
は
、生
育
初
期
の
低
温
と
８

月
以
降
の
豪
雨
等
に
よ
る
被
害
に
よ
っ
て
、

支
払
共
済
金
は
約
１
１
６
億
５
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

園
芸
施
設
共
済
で
は
４
月
、５
月
、８

月
、10
月
に
低
気
圧
の
通
過
に
よ
る
強
風

や
、冬
期
間
の
暴
風
雪
に
よ
っ
て
施
設
の
倒

壊
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、支
払
共
済
金

は
約
１
億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
畜
共
済
の
支
払
共
済
金
は
約
２
４
７

億
４
０
０
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
に
比
べ

約
２７
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
は
、約
５８
億
円
の
保
険
金
等

が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
社
会
に
お
い
て
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
景

気
は
徐
々
に
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、本

道
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、長
期
化
す

る
国
際
情
勢
の
悪
化
と
円
安
基
調
で
農
業

資
材
の
価
格
が
高
騰
し
、引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
北
海
道
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
は
、家
畜
診
療
所
の
経
営
改
善
、事
務
費

賦
課
金
単
価
の
改
定
と
診
療
諸
料
金
の
見

直
し
、建
設
資
材
費
の
高
騰
に
伴
う
将
来

的
な
建
設
引
当
金
の
縮
減
な
ど
の
諸
課
題

に
対
し
、中
長
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
業
務

の
効
率
化
・
合
理
化
を
推
進
し
、事
業
運
営

基
盤
の
安
定
・
強
化
、財
務
の
健
全
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
一
歩
一
歩
進
め
ま
す
。

　

引
き
続
き
組
合
員
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
保
険
機
能
の
強
化
と
、農
業
経
営
の
支

え
と
し
て
、全
て
の
農
業
者
に「
安
心
」と

「
信
頼
」に
基
づ
く
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
提

供
に
向
け
、一
層
の
努
力
を
誓
い
ま
す
。

開会宣言をする伊藤 榮一副組合長
いとうえいいち

開会の挨拶を述べる岡田 恒博組合長
おかだつねひろ

議長を務めた清里町の橘 裕城総代
たちばなひろき

来賓 三橋 剛北海道副知事
みつはしつよし

組
合
長
理
事  

岡
田 

恒
博

農
業
経
営
の
支
え
と
し
て
、全
て
の
農
業
者
に

安
心
を
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質
疑
応
答

要
約

肉
用
子
牛
の
病
傷
給
付
限
度
額

が
少
な
く
、す
ぐ
に
限
度
超
過
し

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
、昨
年
度
の
総

代
会
で
も
質
問
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
は

ど
う
な
っ
た
か
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当
者
レ
ベ
ル
で
の
話
は
進
ん
で

い
ま
す
。し
か
し
、制
度
改
正
を
す

る
に
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
会
が
論
点
を
ま

と
め
、全
国
の
組
合
長
レ
ベ
ル
で
協
議
・
合

意
し
、全
国
の
総
意
と
し
て
農
水
省
に
要

請
す
る
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
乳
用
牛
の
限
度
額
を
肉
用

子
牛
で
使
用
す
る
た
め
に
は
大
き
な
制
度

改
正
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
担
当
者

レ
ベ
ル
で
全
国
合
意
が
で
き
れ
ば
、組
合
長

レ
ベ
ル
の
協
議
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

制
度
改
正
に
は
多
大
な
時
間
が
か
か
り

ま
す
。制
度
改
正
が
間
に
合
わ
な
い
の
で

あ
れ
ば
、制
度
改
正
を
伴
わ
な
い
方
法
も

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。こ
の

こ
と
は
北
海
道
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
要
請
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

軽
種
馬
地
域
の
獣
医
師
不
足
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、時

期
に
よ
っ
て
は
個
人
間
で
時
間
外
に
差

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。今
後
は
ど
の

よ
う
な
人
員
配
置
や
働
き
方
改
革
に

沿
っ
た
獣
医
師
の
勤
務
体
系
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

軽
種
馬
地
域
の
獣
医
師
問
題
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
い
ま
す
。診
療
の

応
援
体
制
は
セ
ン
タ
ー
内
で
築
い
て
い
く

必
要
が
あ
り
、そ
の
裁
量
権
は
セ
ン
タ
ー

に
委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

軽
種
馬
地
域
は
時
期
に
よ
っ
て
仕
事
の

内
容
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、日
高
管
内

の
地
域
で
は
変
形
労
働
時
間
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。繁
忙
期
は
勤
務
時
間
を
長
く

し
、閑
散
期
は
勤
務
時
間
を
短
く
し
て
年

間
の
労
働
時
間
を
調
整
し
ま
し
た
が
、結

果
は
閑
散
期
の
時
間
外
が
増
え
る
と
い

う
、想
定
と
逆
の
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。変
形
労
働
時
間
見
直
し
に
つ
い

て
は
セ
ン
タ
ー
内
で
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。ま
た
、特
定
の
獣
医
師
に
時
間

外
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、適
正
な
業

務
配
分
な
ど
勤
務
体
制
の
見
直
し
も
必

要
と
な
り
ま
す
。併
せ
て
、今
後
は
管
理

会
計
を
導
入
し
て
、忙
し
さ
を
即
時
的
に

ＱA
　

ＱA
　

ＱA
　

把
握
し
、そ
の
中
で
合
理
化
で
き
る
部
分

を
可
視
化
す
る
手
法
に
な
り
ま
す
の
で
、

セ
ン
タ
ー
内
で
繁
閑
調
整
を
行
い
個
人
間

の
時
間
外
労
働
の
差
に
つ
い
て
平
準
化
す

る
な
ど
、目
に
見
え
る
形
で
数
値
化
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

遠
隔
診
療
に
つ
い
て
は
大
き
く
変

わ
る
こ
と
な
の
で
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。遠

隔
診
療
に
つ
い
て
は
本
格
的
な

運
用
に
向
け
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
ま
す
。特
に
予
見
型
と
呼
ば

れ
、生
産
者
の
ご
自
宅
に
あ
ら
か
じ
め
予

測
し
た
病
気
に
合
わ
せ
た
分
量
の
薬
を
保

管
し
て
お
く
方
式
は
、農
水
省
と
今
後
も

協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、実
現
は
ま

だ
先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、遠
隔
で
診
療

を
し
て
必
要
な
分
の
薬
を
診
療
所
ま
で
受

け
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
方
式
は
、私
た

ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
だ
け
で
実
施
で
き
る
と
思

い
ま
す
。運
用
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、具
体

的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
や
ど
の
よ
う

な
書
類
が
必
要
な
の
か
な
ど
、マ
ニ
ュ
ア
ル

を
整
備
し
て
き
ち
ん
と
現
場
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議案第７号 損害評価会委員の補充選任について
５名を補充選任

議案第８号 諸規則の一部改正について
早期退職給与金について令和９年度末までの３カ年の
限度実施制度として早期退職優遇制度を実施

議案第２号 令和６年度事業計画の設定について
事業計画はホームページに掲載しています

議案第３号 令和６年度事務費賦課額及び徴収方法について
賦課総額：26億1,985万9千円

議案第４号 役員・顧問・ＮＯＳＡＩ部長の報酬について
報酬総額：1億5,765万9千円以内

議案第５号 特別積立金の取り崩しについて
取崩額：５千万円以内（家畜一般損害防止事業）

議案第６号 借入金の最高限度額等について
借入限度額：150億円以内

提出議案

議案第１号 令和５年度業務報告書の承認について
業務報告書はホームページに掲載しています
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ＮＯＳＡＩ北海道のお財布ＮＯＳＡＩ北海道のお財布

組合は８つの勘定（お財布）でお金を管理しています。

令和５年の道内の気象は、６～８月の平均気温が過去最高となったことから、特にてん菜で収穫量及び糖度が低下する
などの大きな被害となりました。その結果、畑作物共済は法定積立金（貯金）から２６億円を取り崩して支払いをしてい
ます。家畜共済勘定は、事故が少なかったため大きく剰余金が発生しています。

事業勘定は、納めていただいた掛金やお支払いした共済金を事業ごとに６つの勘定（お財布）で管理しています。
畑作物共済を除く事業で剰余金が発生しました。この剰余金は、共済金の支払いや損害防止事業などの財源として
積み立てます。

60億5,570万円
306億7,946万円

154万円
124億8,207万円
6億8,984万円

60万円

49億5,246万円
280億2,346万円

101万円
124億8,278万円
4億2,419万円

60万円

11億324万円
26億5,600万円

53万円
▲71万円

2億6,564万円
0円

事業収益勘定科目 事業費用 差し引き
農作物共済勘定
家畜共済勘定 
果樹共済勘定 
畑作物共済勘定
園芸施設共済勘定 
任意共済勘定

事業収益は、
掛金や交付金などを
管理して、事業費用は
共済金や保険料など
を管理しています。

令和５年度決算の状況

事業
勘定

農業共済事業の業務執行に関する勘定で、国事務費補助金や皆さまから納めていただいた事務費賦課金などを
収入源に、職員の人件費や事務費または施設費などを管理する勘定（お財布）です。業務

勘定
収入総額９４億９,６０７万円 ９４億９,６０７万円支出総額

収入から支出を引いた額（業務繰延残金）収入から支出を引いた額（業務繰延残金）
912万円912万円

5億123万円その他
（損害評価費など）

構成比 5.3％

7億811万円固定資産
自己財源取得費 構成比 7.5％

17億3,410万円各種引当金繰入
（将来の支出に備えるための積立金）

（損害防止費など家畜診療所勘定へ繰り入れた額）

構成比 18.3％

10億1,715万円事業勘定繰入 構成比 10.7％

構成比 49.1％

4億7,806万円施設費 構成比 5.0％

3億8,989万円業務費

（業務職員の給与・退職金など）

構成比 4.1％

46億5,840万円
人件費

3億2,690万円
その他（業務雑収入など）

構成比 3.4％

8億8,284万円各種引当金戻入 構成比 9.3％

3億5,058万円事業勘定受入 構成比 3.7％

4億3,554万円受取利息 構成比 4.6％

構成比 41.7％

3億1,237万円損害防止収入 構成比 3.3％

4億359万円受託収入 構成比 4.3％

28億2,109万円
賦課金

（国からの事務費補助金など）

（組合員の皆さまが納めた賦課金）

前年度比 2億4,869万円の増

前年度比 8,943万円の減

前年度比 5億1,990万円の減

構成比 29.7％

39億6,316万円
受取補助金

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※差し引きは四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

わかりやすく
解説します！
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ＮＯＳＡＩ北海道では、組合員の皆さまが納めた掛金や賦課金がどのように使われているのかをお伝えするため、決算
や予算の内容を組合ホームページで公表しています。このページでは、合併から２年目である令和５年度の決算や令
和６年度の予算概要をご紹介します。

令和５年度の剰余金が発生した主な理由

家畜診療所の運営状況（損益）を明確にする勘定（お財布）です。診療や人工授精を行った収入を財源に獣医師
や人工授精師の人件費、家畜診療所の維持費を賄っています。家畜診療所

勘定

①退職給付引当金繰入の積み増しがなくなったことから、人件費が昨年よりも
　約５億２,０００万円減額しました。
②診療所の建設計画を見直し、引当金繰入額を６億円ほど抑えました。

収入総額１８６億８７８万円 １８６億８７８万円支出総額
収入から支出を引いた額（剰余金）収入から支出を引いた額（剰余金）
２億５,２９５万円２億５,２９５万円

前年度比 5,224万円の増

前年度比 8,434万円の増

前年度比 4,460万円の増

前年度比 3億3,892万円の減

前年度比 1億9,572万円の減

前年度比 5億3,002万円の減
（共済事業による診療費）

93億2,574万円
病傷事故診療収入

（共済事故外・非加入畜の診療費）
45億1,811万円

病傷事故外診療収入

34億7,790万円家畜人工授精収入

10億1,715万円業務勘定受入

2億6,988万円その他（診療雑収入など）

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

構成比 50.1％
構成比 40.5％

構成比 24.3%

構成比 19.2％

構成比 6.7％

構成比 1.5％

構成比 5.5％

構成比 18.7％

構成比 24.3％

構成比 1.7％

構成比 7.7％

（診療所職員の給与・退職金など）
74億2,617万円

診療人件費

（診療に使用した医療品・医療用消耗品の費用）

（建設引当金など業務勘定へ受け入れた額）

14億472万円診療所維持費

35億2,449万円家畜人工授精支出

44億5,323万円医療品消耗費

3億1,041万円業務勘定受入

12億3,680万円その他

建設計画の
見直しとは何かな？

再建築する施設を①規模縮小 ②延命処置（長寿命化）③施設間統合などの建設計画見直しを計りました。

　　　　　　　建物を構成する部材強度
を限界まで使い続けるように改修を行うこ
とを言います。官公庁施設でも多く取り入
れられ、工事費は新築よりも大幅に縮減す
る一方、ほぼ同周期使用が可能になります。

長寿命化とは
長寿命化

従来
新築

0年 30年 40年 60年 80年

長寿命化
工事

耐用年数 補修工事 構造体の寿命

再建再建

①規模縮小 ③施設間統合②長寿命化

5 2024.7 Vol.13



現金・預金は、事業勘定などで
剰余金が発生して

前年度より20億円ほど増えてるね。

令和６年度の業務勘定、家畜診療所勘定それぞれの収支予算をご紹介します。

令和6年度 収支予算

令和5年度末の組合が保有している資産と負債および純財産をご紹介します。

令和5年度　保有資産の状況

退職給付引当金
（退職金のための積立）
122億3,357万円

負債合計 456億5,504万円

現金・預金
549億4,134万円

保有している
有価証券等
339億736万円

有形固定資産
（土地・建物・車両など）
129億2,582円

退職給与金施設預託金
（外部への運用委託）
57億3,569万円

無形固定資産
（電話加入権など）
1,688万円

その他の資産（外部出資など）
1億6,857万円

たな卸資産（医療品などの在庫額）
8億2,207万円

雑資産（前払費用など）
16億7,934万円
未収債権（保険金・診療収入など）
13億6,910万円

純財産合計 659億1,113万円

各種引当金
（建設引当金、
修繕引当金など）
207億3,841万円

その他
（預り金、リース
債務の残高など）
54億4,166万円

次年度の準備金
（共済金支払備金）
32億8,672万円
未払の共済金や保険料など
39億5,468万円

受取補助金
（国からの事務費補助金）
４０億２,８０６万円（＋６,４９０万円）

（事務委託費、NOSAI部長の報酬など）
5億2,842万円（＋1.4億円）

（施設修繕・管理費用など）
6億5,439万円（＋1.8億円）

13億2,924万円
（＋３.１億円）

12億8,679万円
（－4.5億円）

各種引当金繰入
（将来の支出に
備えた積立金）

固定資産自己
財源取得費

（固定資産取得に
係る費用）

6億1,316万円

賦課金
（組合員の皆さまが納めた賦課金）
26億1,986万円（－2億円）

受
託
収
入

業
務
費

施
設
費

損
害
防
止
収
入

受
取
利
息

その他
（業務雑収入など）

その他
（損害評価費など）

その他
（委託費・往診費など）

（事業勘定から受け入れる額）
3億7,087万円（－2,029万円）

各種引当金戻入
（各種引当金受入額）

46億365万円
（＋8,554万円）

34億1,989万円
（－5,801万円）

（業務勘定から受け入れる額）
13億2,924万円（＋3.1億円）

93億2,521万円（－５３万円）

病傷事故診療収入
（共済事業による診療費）

病傷事故外診療収入
（共済事故外・非加入畜の診療費）

家畜人工授精収入
（人工授精に係る収入）

業
務
勘
定

受
入

そ
の
他

診療所
維持費

医療品消耗費
（診療に使用した医療品や
医療用消耗品の費用）

家畜人工授精支出
（人工授精に係る支出）

業
務
勘
定
繰
入

診療人件費
（診療所職員の給与・退職金など）
78億8,283万円（＋4.5億円）

（建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額）
3億2,072万円（＋1,031万円）

12億4,076万円

総額 1,115億6,618万円

負債および
純財産

総額 1,115億6,618万円

資産

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

■収入総額 101億138万円 前年度比 6億500万円増

（収入保険事業等の受託収入）
4億292万円（－67万円）

（損害防止に係る委託費など）
1億4,682万円（－1.7億円）

（預金利息や有価証券利息など）
4億1,299万円（－2,255万円）

18億9,706万円
（＋10.1億円）

2億2,280万円

人件費
（業務職員の給与・退職金など）
43億3,858万円（－3.2億円）

事業勘定繰入
（家畜診療所勘定
へ繰り入れた額）

13億5,079万円
（＋6.4億円）

■収入総額 189億5,274万円

 

（事務費・光熱水費・診療所の維持に係る費用）
17億8,753万円（＋3.8億円）

44億8,830万円（＋3,507万円）
36億1,596万円
（＋9,146万円）

家畜診療所勘定

業務勘定

負債・純財産の内容資産の内容

家畜共済勘定
（法定・特別積立金）
18億8,224万円

農作物共済勘定
（法定・特別積立金）
233億6,460万円

果樹共済勘定
（法定・特別積立金）
3,322万円

畑作物共済勘定
（法定・特別積立金）
170億9,696万円

園芸施設共済勘定
（法定・特別積立金）
27億3,147万円

家畜診療所勘定
（繰越剰余金）
46億3,288万円

未処分剰余金
有価証券評価差額金
固定資産見合純財産
161億6,976万円

前年度比 3億4,000万円増

■支出総額 193億3,609万円

 

前年度比 9億8,000万円増

■支出総額 101億138万円

 

前年度比 6億500万円増

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

事
業
勘
定
受
入

（診療雑収入など）
2億7,474万円
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令和6年度 事業計画

令和5年度 事業実績

■科目の説明

■農業共済制度の引受状況　▶総共済金額（補償額）8,187億4,931万円　▶支払共済金の総額　365億4,192万円

病傷事故診療収入
病傷事故外診療収入
家畜人工授精収入
業務勘定受入

：共済事業による診療費
：共済事故外、非加入畜の診療費
：家畜人工授精事業に係る収入
：診療所職員が行った業務に関する人件費
 相当分を業務勘定から受け入れた額　　

診療人件費
医療品消耗費
家畜人工授精支出
診療所維持費

業務勘定繰入

：診療所職員の給与・退職金など
：診療に使用した医療品・医療用消耗品の費用
：家畜人工授精事業に係る支出
：診療所の事務費、光熱水費、その他診療所の
 維持に係る費用
：建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額

令和１３年度（産）の
賦課金統一に向けて、
令和７年産（麦）から
動き始めるんだね！

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

共済事業
農作物共済（5年産）
農作物共済（4年産）

家畜共済
果樹共済

畑作物共済（5年産）
畑作物共済（4年産）
園芸施設共済

保管中農産物補償共済
合計

引受戸数(戸)
12,173

30,408
32

8,961

11,421
32
－   

引受数
156,171ha

2,879,034頭
36ha

152,928ha

84,184棟
213口
－       

共済金額（千円）
133,645,710

471,309,644
138,708

136,665,736

76,776,517
213,000

818,749,315

農家負担掛金（千円）
3,152,287

13,753,515
2,111

2,366,713

345,045
605

19,620,276

被害戸数(戸) 支払共済金（千円）
2,846
193
－   
0

5,212
2,311
352
0

－   

2,124,309
137,288

24,747,129
0

7,589,125
1,804,663
139,406

0
36,541,920

■農業共済制度　▶総共済金額（補償額）7,634億424万円

■令和７年産（麦）からの賦課金改定

■収入保険制度
共済事業
農作物共済
家畜共済
果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済

保管中農産物補償共済
合計

加入目標(戸)
収入保険 6,500150,482ha

2,797,860頭
38ha

151,230ha
87,650棟
213口
－  　　

引受数
128,011,442
449,872,537

165,366
126,603,465
58,543,429
208,000

763,404,239

共済金額（千円）
96.3％
97.2％
103.7%
98.9％
104.1％
97.7％
93.2％

前年比

■収入保険制度の加入状況と被害状況

収入保険 6,319

加入経営体(戸)
経営体数(戸)

172,296,249

補償金額（千円）
つなぎ融資貸付保険金・特約補塡金

融資額（千円）経営体数(戸)支払額（千円）
1,734 5,806,887 643 3,636,440

家畜診療所勘定
収入 収入

支出

支出

受取補助金
賦課金
受取利息
受託収入
損害防止収入
事業勘定受入
各種引当金戻入

：国からの事務費補助金など
：組合員の皆さまが納めた事務費賦課金
：預金利息や有価証券などの利息
：収入保険に係るＮＯＳＡＩ全国連から受ける収入など
：損害防止事業に要した実費収入
：各事業勘定から業務勘定へ受け入れた額
：建設引当金、修繕引当金、更新引当金などを戻入れた額

人件費
業務費
施設費
事業勘定繰入
各種引当金繰入

固定資産自己財源取得費

：役員報酬、業務職員の給与・退職金などの費用
：会議費、事務委託費、ＮＯＳＡＩ部長の報酬などの費用
：固定資産の維持費、光熱費等の費用
：損害防止費など家畜診療所勘定へ繰り入れた額
：退職給付引当金、建設引当金など将来の支出に備える
 ために積立てた額
：固定資産取得に係る費用

業務勘定

●統括センター単位で格差の大きい賦課単価を、最低賦課単価へ一斉に統一することは、組合経営上
不可能であることから、令和７年産（麦）は高額となっている統括センターの賦課レベルを引き下げ、
統括センター間および共済目的間の賦課単価の格差を縮小します。

●令和１０年度に向けて、機構改革による業務効率化および業務量に応じた職員配置や、賦課単価を下
げても健全な組合運営を可能とする組織づくりを行います。業務勘定の収支見通しを改めて試算し、
令和１３年度（産）に賦課単価を完全統一することを目指します。

令和５年度の北海道における引受・被害の状況をご紹介します。
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農
作
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
農
作
物
・
畑
作
物
共
済
に
加
入
い
た
だ
い
た
方
は
、

令
和
６
年
産
の
加
入
内
容
を
記
載
し
た
書
類
が
お
手

元
に
届
き
ま
す
。

　
作
付
面
積
・
作
物
・
品
種
な
ど
の
加
入
内
容
に
誤

り
が
あ
る
と
、
被
害
が
生
じ
た
際
に
正
し
い
共
済
金

が
算
定
で
き
な
い
た
め
、
内
容
が
実
際
と
異
な
る
場

合
は
必
ず
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
知
ら
せ
願

い
ま
す
。

　
ま
た
、
麦
共
済
お
よ
び
畑
作
物
共
済
で
は
、
経
営

所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
（
数

量
払
・
営
農
継
続
支
払
）
の
申
請
内
容
が
当
初
の
予

定
か
ら
変
更
と
な
っ
た
場
合
、
補
償
内
容
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
内
容
を
変
更
さ

れ
た
方
は
併
せ
て
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
知
ら
せ
願
い

ま
す
。

　
ま
も
な
く
麦
の
収
穫
時
期
と
な
り
ま
す
。
令
和
６

年
産
の
麦
は
雪
腐
れ
病
な
ど
に
よ
る
冬
損
被
害
や
、

一
部
地
域
で
は
縞
委
縮
病
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
等
に
よ
る
減
収
が
あ
っ
て
も
、
損
害
通
知

を
し
て
い
な
い
場
合
は
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
送
付
さ
れ
る
損
害
通
知
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
指
定
の
期
日
ま
で
に
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
麦
以
外
の
作
物
に
つ
い
て
も
、
指
定
の
期
日
ま
で

に
損
害
通
知
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
麦
と
同
様

に
、
損
害
通
知
を
行
わ
な
い
場
合
は
共
済
金
の
支
払

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
減

収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

麦
共
済
の

損
害
通
知
の
お
願
い

水
稲
・
畑
作
物
共
済
の

損
害
通
知
の
お
願
い

農
作
物
・
畑
作
物
共
済
の

加
入
内
容
確
認
の
お
願
い

縞萎縮病

冬損被害
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平
成
20
年
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を

取
得
し
、
有
機
栽
培
に
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
場
の
需
要
が

年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

慣
行
栽
培
よ
り
も
少
な
い
収
穫
量
で

も
採
算
が
取
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

万
が
一
の
備
え
と
し
て
以
前
は
既
存

の
畑
作
物
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
し

た
が
、
有
機
栽
培
に
よ
り
基
準
単
収

が
低
下
し
て
し
ま
う
一
方
で
、
単
位

当
た
り
共
済
金
額
は
慣
行
栽
培
の
も

の
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
補
償

と
実
態
が
乖
離
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
収
入
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
興
味
は
あ
っ
た
も
の
の

す
ぐ
に
判
断
が
で
き
な
い
で
い
ま
し

た
が
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
か
ら
補
償
額

や
保
険
料
等
の
試
算
結
果
に
つ
い
て

説
明
を
聞
き
加
入
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　
既
存
の
畑
作
物
共
済
で
は
有
機
栽

培
の
単
価
が
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
十
分
な
補
償
と
な
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
収
入
保
険
は
個
人
の
過

去
の
販
売
実
績
を
補
償
額
に
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
満
足
で
き

る
補
償
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
肥
料
や
農
薬
に
か
か
る
費
用
が
高

騰
し
て
い
る
中
で
、
行
政
も
有
機
栽

培
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
生
産
者
も
興
味
や
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
が
、
実

際
の
取
り
組
み
に
移
す
こ
と
が
で
き

な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
収
入

保
険
は
個
人
の
実
績
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
有
機
栽
培
を
ス
タ
ー

ト
す
る
た
め
の
足
が
か
り
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

小
麦
、大
豆
ほ
か　
約
55
㌶

中
川 

泰
一
さ
ん（
54
）

音
更
町

な
か
が
わ

た
い
い
ち

加入者
の声

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

収入保険
入ってよかった！

経 営 内 容

　
以
前
は
水
稲
共
済
と
畑
作
物
共
済
に
加

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
産
し
て
い
る
作

物
を
特
別
栽
培
農
産
物
と
し
て
販
売
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
農
業
共
済
の
補
償
単
価

で
は
十
分
な
補
償
と
な
ら
な
い
こ
と
を
仕

方
な
い
と
思
い
な
が
ら
加
入
し
て
い
ま
し

た
。
収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
職
員
か
ら
個
人
の
販
売
実
績
を
加
味

し
た
販
売
単
価
や
過
去
の
販
売
金
額
を
基

準
と
し
て
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
さ

ら
に
保
険
料
等
の
試
算
や
保
険
金
の
支
払

い
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
販
売
価
格
の

低
下
な
ど
自
分
の
努
力
で
は
太
刀
打
ち
で

き
な
い
も
の
へ
の
補
償
に
魅
力
を
感
じ
加

入
を
決
め
ま
し
た
。

　
栽
培
す
る
作
物
は
、
道
外
向
け
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
セ
ッ
ト
販
売
が
中
心

で
す
。
加
入
し
た
令
和
３
年
に
干
ば
つ
の

影
響
を
受
け
た
こ
と
で
野
菜
の
収
量
が

大
き
く
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
加
入
時
に
説

明
を
受
け
て
い
た
つ
な
ぎ
資
金
に
つ
い

て
事
故
発
生
通
知
の
際
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
す
ぐ
に
つ
な
ぎ
資
金
の
試
算
や
手

続
き
を
し
て
も
ら
い
、
短
期
間
で
支
払
い

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

保
険
金
請
求
も
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し
て

も
ら
い
助
か
り
ま
し
た
。

　
父
が
移
住
し
築
い
て
き
た
こ
の
農
地
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し
た
農
業

収
入
を
得
る
こ
と
が
必
須
に
な
り
ま
す
。

最
近
は
道
外
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

施
設
園
芸
で
野
菜
の
作
付
け
を
増
や
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
生
産
し
た
コ
メ
や
野
菜

に
付
加
価
値
を
つ
け
て
販
売
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
作
物
の
出
来
不
出

来
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
販
売
価

格
の
低
下
に
対
応
し
、
安
心
し
て
営
農
す

る
た
め
に
今
後
も
収
入
保
険
に
継
続
し
て

加
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
稲
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、バ
レ
イ
シ
ョ
、

カ
ボ
チ
ャ
ほ
か　
約
8
㌶

上
富
良
野
町田

中 

正
太
郎
さ
ん（
44
）

た
な
か
し
ょ
う
た
ろ
う

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

今
後
の
目
標
は
？

経 営 内 容

令和3年
1月加入

（加入4年目）

令和3年
1月加入

（加入4年目）
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死
亡
畜
の
画
像
に
よ
る

事
故
確
認
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

　「
牛
の
個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の
管
理
及

び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
い

て
、
管
理
者
は
牛
の
両
耳
へ
の
耳
標
の
装
着

や
出
生
・
異
動
の
届
け
出
等
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
家
畜
共
済
に
お
い
て
は
、
こ
の
情
報
に
基

づ
い
て
期
首
引
受
や
期
末
調
整
を
行
い
ま
す

の
で
、
導
入
や
出
生
に
よ
り
頭
数
が
増
え
た

場
合
だ
け
で
な
く
、
譲
渡
や
死
亡
し
た
場
合

も
速
や
か
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

死亡した家畜等をスマホで撮影
LINEを使ってNOSAIへ画像を送信

LINEなどを利用
して画像を送信

今日は診療なくて
死亡確認だけ…
そのためだけに
獣医師さん来るの
待たなきゃ…

画像確認なら
獣医師が検案・
事故確認に来るのを
待たなくてＯＫ!!

獣医師は
原則現地に
行きません

スマホ等で
撮影

家
畜
共
済
事
務
取
扱
要
領
の
一
部
改
正

こんな時にオススメです

牛
の
個
体
識
別
情
報（
ト
レ
サ
情
報
）は

速
や
か
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

牛
の
胎
子･

耳
標
未
装
着
の
子
牛
等
も
画
像
確
認
の
対
象
に
な
り

ま
し
た
。

耳
標
装
着
牛
は
、画
像
撮
影
時
に
目
と
鼻
等
に
塗
料
の
塗
布
と
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
の
付
加
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

画
像
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
が
変
更

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
画
像
送
信
が
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
通
り
メ
ー
ル
に
よ
る
送
信
も
使
用
で
き
ま
す
。

死亡畜への塗料塗布や必要書類・撮影方法など、
詳しくは最寄りのNOSAI支所・診療所へお問い合わせください。

私たちのことちゃんと
登録してね！

10



組合員の皆さんも、病院に行くと採血をして血液検査をすることがあると
思います。動物も同じように、病気を疑った場合に血液検査をすることで、
より正確な診断に基づく効果的な治療を実施することができるようになり
ます。今回は、牛の主な血液検査の概要についてご紹介します。

採血の方法

　牛では主に尾にある尾静脈、もしくは首にある頸静脈か
ら採血します。尾静脈は手技が簡単で作業時間も短く済む
ため、多くの場合はここから採血します。しかし、子牛など
の尾静脈の確保が難しい場合や、ある程度の量が必要な
場合は太い頸静脈から採血します。

　ここまでは特によく実施される検査の一部です。このほか
にも病態に合わせてさまざまな検査が実施されます。血液
検査を実施した際、検査結果についてご質問等ありました
ら、お近くの家畜診療所へお気軽にお問い合わせください。

検査の結果

●血液一般検査
　採取した血液が固まらないようにする薬品を用いて、血
液中の血球の数やその割合などを調べます。顕微鏡など
で検査も可能ですが、現在は全自動の機械で検査するの
が主流です。

RBC（赤血球数）
赤血球の数を示しています。多いと脱水、少ないと貧血を疑います。
WBC（白血球数）
白血球の数を示しています。白血球には好中球やリンパ球などいくつか種
類があり、種類ごとの数やその割合を比較して結果を確認します。例えば
好中球が多い場合は細菌による感染症を疑います。また、リンパ球が異常
に多い場合は、牛伝染性リンパ腫を発症していることがあります。
Ht（ヘマトクリット）
血液のうち、赤血球や白血球などの細胞の占める割合を示しています。高
いと脱水、低いと貧血を疑います。貧血の場合は赤血球数やヘモグロビン
（血色素）の量の数値と併せて、貧血の種類を推定することができます。

TP（総たんぱく質）
血清に溶けているたんぱく質全ての量を示します。ただし、たんぱく質には
いろいろな種類がありますが、その区別はしていません。このため、これだ
けでは病気の特定は難しいですが、感染症にかかると高くなる傾向があ
り、低栄養のときは低くなる傾向があります。
蛋白分画
血清たんぱく質の中には主にアルブミンとグロブリンがあり、どの種類が
どれだけあるのかを調べます。アルブミンは血清たんぱく質の主な成分

●生化学的検査
　血液を遠心分離器にかけて血餅（血液の細胞成分が固
まったもの）を取り除き、残った液体部分（血清）を使用し
て、その中に溶けている成分を検査します。

の むら  やすゆき
十勝統括センター 家畜部 
獣医師 野村 康幸

牛の血液検査について

で、体内の各種成分の運搬や、血液の濃さ（浸透圧）の調整に関わります。
また、グロブリンには細菌やウイルスに対する抗体が含まれており、感染症
の時には抗体産生のため特に高くなるので、感染症の診断に役立ちます。
A/G比（アルブミン、グロブリン比）
グロブリンには抗体が含まれるので、体内で抗体の量が増えるとグロブリ
ンが増えます。このため、感染症にかかって抗体が作られると、アルブミン
（A）が変わらなくてもグロブリン（G）が増え、その比（A/G比）は小さくなっ
ていきます。なお、加齢でも感染源に接する機会が増えるので、数値が低
下していく傾向があります。
GOT、GGT
いわゆる「肝臓の数値」です。どちらも酵素（たんぱく質）の一種ですが、この
うちGOTは肝臓や筋肉、GGTは特に肝臓の一部の細胞に多く含まれてお
り、これらの細胞に異常があると血液中に漏れ出してきます。このため、肝
臓に問題があると「肝臓の数値」が高くなります。実際にはこれらの数値だ
けでは肝臓が悪いかは判断が難しいので、他の数値と併せて確認します。
CPK
特に筋肉に多く含まれる酵素の一種です。このため、筋肉に障害を受けた
とき、例えば打撲や外傷により筋肉の細胞から血液中に漏れ出ると上昇す
る傾向があります。筋肉の損傷がひどくなるほど数値が上昇し、修復に時
間が必要なことを示すので、運動器疾患の予後の判定の材料にすること
もあります。
BUN
血中の尿素として存在する窒素の量を示します。尿素は食物に含まれる窒
素（たんぱく質）の最終的な代謝産物で、短期的な採食量を示す目安にな
ります。また、腎臓で排泄されますが、腎臓に異常があると十分に排泄され
なくなり、数値が上昇するため異常に高値の場合は腎臓の異常を疑うこと
もあります。
Na、K、Cl
いずれも血中に含まれる電解質です。体内でこれらの電解質はそれぞれ
バランスが厳密に保たれていますが、下痢などでバランスが崩れてしまう
ことがあります。例えばCl（塩素）は四胃で分泌される胃液に多く含まれま
す。このため、牛で第四胃変位になると腸へ消化物（胃液）が送られにくく
なり、再吸収が少なくなるためClが低下します。
Ca
カルシウムは、特に乳牛で泌乳が急激に増加する分娩前後に発生する欠
乏症（乳熱）が問題になります。カルシウムは体内において筋肉の動きに大
きくかかわるミネラルで、不足すると起立不能や皮膚温度の低下がみられ
ます。
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笑顔でトマトを収穫する名西夫婦

バンドメンバーとＪＲタワーでイベントをしている様子

歌声を披露する康二さん 観客と笑顔で話す直子さん

　
名
西
康
二
さ
ん（
44
）と
直
子
さ
ん

（
３７
）夫
妻
は
、
令
和
６
年
に
平
取
町
に

新
規
就
農
し
、
園
芸
施
設
８
棟
１
２
０

０
坪
を
管
理
し
、ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
決
断

　
札
幌
市
出
身
の
名
西
さ
ん
は
、
２０
年

間
製
薬
メ
ー
カ
ー
で
Ｍ
Ｒ
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
令
和
元
年
に
神
奈
川
に
転

勤
、そ
の
翌
年
に
コ
ロ
ナ
禍
に
突
入
し
ま

し
た
。
医
療
関
係

施
設
へ
の
訪
問
禁

止
が
相
次
ぎ
、
営

業
活
動
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
会
社
に

出
勤
し
て
も
訪

問
す
る
先
が
な

く
、た
だ
た
だ
退
社
時
間
ま
で
内
勤
作

業
を
す
る
毎
日
で
し
た
。そ
ん
な
中
、
平

取
町
で
ト
マ
ト
農
家
を
し
て
い
る
知
人
を

訪
ね
ま
し
た
。「
帰
省
中
に
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
の
衝
撃
が
い
ま
だ

に
忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
。陽
の
光
を
浴
び
、

マ
ス
ク
も
せ
ず
働
け
る
。
何
よ
り
平
取
町

の
ト
マ
ト
が
今
ま
で
食
べ
た
大
玉
ト
マ
ト

の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
に
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
自
分
が
時
間
潰
し
の
よ
う
な
機
械

的
な
内
勤
作
業
を
毎
日
し
て
い
る
間
に
、

成
長
す
る
作
物
を
帰
省
の
度
に
目
に
し
、

も
っ
と
充
実
し
た
時
間
を
手
に
入
れ
た
く

な
り
ま
し
た
」と
の
思
い
で
就
農
を
決
意

し
ま
し
た
。

知
識
向
上
の
た
め
に
勉
強

　
農
業
は
作
物
を
育
て
る
だ
け
で
は
な

く
、ハ
ウ
ス
の
修
理
な
ど
を
行
う
大
工
、

土
木
的
な
要
素
も
求
め
ら
れ
ま
す
。ま

た
、
主
に
ハ
ウ
ス
内
で
の
作
業
に
な
る
た

め
、
暑
さ
と
の
闘
い
は
避
け
て
通
れ
ま
せ

ん
。ま
た
、
気
温
に
よ
っ
て
作
物
の
収
量

が
変
わ
る
た
め
、
収
入
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
も
日
々
の
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
昨
日
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日

は
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
自
ら
の
知

識
や
経
験
が
向
上
し
て
い
く
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
作
物
が
病
気
に
も
か

か
ら
ず
健
康
に
育
ち
、
立

派
な
実
を
つ
け
て
く
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
の
幸
せ
で
す
。

今
後
は
自
動
潅
水
な
ど
の

ス
マ
ー
ト
化
や
Ｃ
Ｏ
２
発
生

装
置
な
ど
、
環
境
制
御
に

も
興
味
が
あ
る
の
で
収
量

ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
色
々
と

勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
抱
負
を
語
り
ま
す
。

趣
味
の
バ
ン
ド
活
動

　
名
西
さ
ん
夫
婦
は
音
楽
が
趣
味
で
、

長
年
に
わ
た
り
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
直
子
さ
ん
が
ボ
ー
カ
ル
、
康
二
さ
ん

は
ベ
ー
ス
と
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
神
社
の
例
大
祭
や
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
、
温
泉
施
設
、ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
主
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
音
楽
を
通
じ
て
町
の
人
た

ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
娯
楽

の
場
を
作
る
べ
く
、
年
間
４
度
ほ
ど
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
足
を
運
ん
で
く
れ
る
方
も
増

え「
今
後
も
町
の
方
や
農
家
仲
間
の
息

抜
き
の
場
に
な
る
よ
う
な
ラ
イ
ブ
を
企

画
し
て
、
少
し
で
も
町
の
役
に
立
ち
た
い

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

北海道   アグリ人

立
派
な
実
を
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
が

何
よ
り
の
幸
せ

平取町

名西 康二さん
直子さん
なお     こ

な にし こう じ
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搾乳牛と鷲尾さん

認定証を手にする鷲尾さん

趣
味
の
バ
ン
ド
活
動

　
名
西
さ
ん
夫
婦
は
音
楽
が
趣
味
で
、

長
年
に
わ
た
り
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
直
子
さ
ん
が
ボ
ー
カ
ル
、
康
二
さ
ん

は
ベ
ー
ス
と
ボ
ー
カ
ル
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
神
社
の
例
大
祭
や
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
、
温
泉
施
設
、ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
主
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
音
楽
を
通
じ
て
町
の
人
た

ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
娯
楽

の
場
を
作
る
べ
く
、
年
間
４
度
ほ
ど
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
足
を
運
ん
で
く
れ
る
方
も
増

え「
今
後
も
町
の
方
や
農
家
仲
間
の
息

抜
き
の
場
に
な
る
よ
う
な
ラ
イ
ブ
を
企

画
し
て
、
少
し
で
も
町
の
役
に
立
ち
た
い

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

北
海
道
農
業
士
と
し
て

新
規
就
農
者
を
サ
ポ
ー
ト

　
浜
頓
別
町
豊
寒
別
地
区
で
酪
農
を
営

む
鷲
尾
武
瑠
さ
ん（
32
）は
、
町
内
で
は

平
成
21
年
度
以
来
14
年
振
り
と
な
る

「
北
海
道
農
業
士
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
結
婚
し
、
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
経

産
牛
約
55
頭
、
育
成
未
経
産
牛
約
55
頭

を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
「
北
海
道
農
業
士
」は
北
海
道
知
事
が

認
定
し
、
農
業
者
が
地
域
の
農
業
振
興

に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
な
ど
を
通
じ

て
、
農
業
者
の
活
動
を
助
長
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
昭
和
50
年
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
就
農
を
決
意

　
鷲
尾
さ
ん
は
東
京
都
東
村
山
市
出
身

で
、
小
学
４
年
生
の
時
に
山
村
留
学
事

業
で
初
め
て
浜
頓
別
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

豊
寒
別
地
区
で
酪
農
の
仕
事
を
手
伝
い

ま
し
た
が
、
当
時
は
酪
農
を
目
指
す
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
浜
頓
別
町

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
高
校
進
学
と
同

時
に
東
京
へ
戻
り
ま
し
た
。し
か
し
、
高

校
２
年
生
の
夏
に
再
び
豊
寒
別
地
区
を

訪
れ
た
鷲
尾
さ
ん
は
、
当
時
建
築
関
係

の
仕
事
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
酪
農

家
で
あ
る
里
親
の
も
と
で
仕
事
を
手
伝
っ

た
際
に「
自
分
は
酪
農
の
仕
事
の
方
が
向

い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
頑
張
っ
た
分

だ
け
見
返
り
が
あ
る
の
で
は
」と
思
い
、

酪
農
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
決
意
。
高

校
卒
業
後
は
、
町
内
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
や

農
家
で
の
研
修
を
経
て
、
平
成
25
年
11

月
に
就
農
し
ま
し
た
。

北
海
道
農
業
士
と
し
て

　
地
域
に
農
業
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
要

望
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
地
元

の
農
業
団
体
が
鷲
尾
さ
ん
を
北
海
道
農

業
士
に
推
薦
。一
度
は
断
り
ま
し
た
が
、

再
び
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
た
め
引
き
受
け

る
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
町
内
に
住
む
過

去
に
農
業
士
を
務
め
て
い
た
方
に
そ
の
話

を
し
た
と
こ
ろ「
農
業
士
を
や
り
た
い
人

は
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
断
っ
た
ら
ダ
メ
。

推
薦
し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
れ
ば
引
き
受

け
た
ほ
う
が
い
い
」と
、
強
い
後
押
し
も

あ
り
、
農
業
士
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は
新
規
就
農
者
の

推
進
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。
農

業
士
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う
頑
張
り
た

い
」と
鷲
尾
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
地
域
農
業

に
貢
献

　
農
業
体
験
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
鷲
尾
さ
ん
は
、
高
校
の
修
学
旅
行

生
や
浜
頓
別
町
で
働
き
た
い
人
、
転
職

希
望
の
人
、
酪
農
に
興
味
の
あ
る
人
な

ど
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
研
修
期
間
は

３
日
〜
２
か
月
程
と
幅
広
く
、こ
れ
ま
で

に
１
０
０
人
程
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
小
学
生
向
け
に
食
育
の

授
業
や
牧
場
見
学
の
実
施
、
青
年
部
や

豊
寒
別
地
区
の
自
治
会
の
行
事
に
も
熱

心
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

浜頓別町

さん
鷲尾 武瑠
わし お たけ る
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「かわいくて仕方がない」と話す今村さんと、
仔馬のラビちゃん。

２週間に一度、定期的にＮＯＳＡＩ獣医師による繁殖検診を行う

北海道   アグリ人

釧路市

さん
今村 恭法
いま やす のりむら

ま
さ 

し

さ  

ほ   

こ

日
々
の
確
認
が
大
事

　
「
幼
少
期
の
頃
か
ら
牛
が
好
き
で
、
継

ぐ
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し
た
」と
話
す
恭

法
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
酪
農

業
を
継
ぎ
、３
年
前
か
ら
は
主
体
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
牛
だ
け
で
は
な
く
趣
味
で
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ホ
ー
ス
や
ポ
ニ
ー
の
種
馬
３
頭
を

含
む
１０
頭
の
馬
を
飼
育
し
て
い
て
、
販
売

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
４
月

　
釧
路
市
阿
寒
町
東
栄
地
区
で
酪
農
業

を
営
む
今
村
恭
法
さ
ん（
３３
）は
、
祖
父

の
代
か
ら
７０
年
続
く
牧
場
の
３
代
目
で
、

現
在
は
対
尻
式
つ
な
ぎ
牛
舎
で
搾
乳
牛

８０
頭
、
全
体
で
１
６
０
頭
を
父
の
政
司

さ
ん
と
妻
の
佐
保
子
さ
ん
の
３
人
で
飼
養

し
て
い
ま
す
。

　
佐
保
子
さ
ん
と
は
、
農
協
青
年
部
の

学
生
受
け
入
れ
の
一
環
で
、
実
習
生
と

し
て
牧
場
に
来
た
際
に
知
り
合
い
、
令
和

５
年
３
月
に
入
籍
し
ま
し
た
。

共
進
会
で
勝
て
る
牛
を
作
り
た
い

１１
日
に
は
、ポ
ニ
ー
の
仔
馬
ラ
ビ
ち
ゃ
ん

が
産
ま
れ「
す
ご
く
か
わ
い
く
て
仕
方
が

な
い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
家
業
の
酪
農
で
は「
日
々
の
仕
事
を
行

う
う
え
で
牛
の
体
調
変
化
を
こ
ま
め
に

確
認
し
、
疾
病
予
防
等
の
こ
と
も
考
え

な
が
ら
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
話
し

ま
す
。ま
た
、
分
娩
間
隔
の
短
縮
や
必

要
後
継
牛
の
確
保
を
行
う
た
め
、２
週

間
に
一
度
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
に
よ
る
繁

殖
検
診
で
繁
殖
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

共
進
会
で
好
成
績

　
政
司
さ
ん
の
影
響
か
ら
共
進
会
に
も

出
場
し
て
お
り
、
小
学
４
年
生
の
時
に

初
め
て
自
分
で
牛
を
選
び
出
場
し
ま
し

た
。
恭
法
さ
ん
は

「
高
校
卒
業
後
か
ら

本
格
的
に
共
進
会

に
出
場
し
て
い
て
、

全
道
大
会
出
場
ま

で
は
６
年
か
か
り
ま

し
た
」と
振
り
返
り

ま
す
。
近
年
は
毎
年

全
道
大
会
に
進
出

し
て
い
て
、
令
和
元

年
夏
に
は
ジ
ュ
ニ
ア

２
歳
ク
ラ
ス
で「
ド

リ
ー
ム 

サ
ー
チ 

ソ
ロ
マ
ツ
カ
オ 

バ
ー

リ
ー
」号
が
１
等
賞
１
席
を
受
賞
し
ま
し

た
。ま
た
、
令
和
５
年
春
の
全
道
大
会
で

は
ジ
ュ
ニ
ア
３
歳
ク
ラ
ス
で「
ド
リ
ー
ム

サ
ー
チ 

エ
ク
ス
ス
タ
ー 

ア
ポ
ロ
」号
が
１

等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
現
在
は「
共
進
会
に
出
場
す
る
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
改
良
な
ど
の
同
じ
目
的
を

持
っ
た
人
と
の
交
流
や
繋
が
り
、
情
報
交

換
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」と
力
を
込
め

ま
す
。「
営
農
す
る
う
え
で
の
目
標
は
、

乳
牛
改
良
に
力
を
入
れ
、
共
進
会
で
勝

て
る
牛
を
作
る
こ
と
で
す
。ゲ
ノ
ム
検
査

や
牛
の
選
抜
を
し
、
牛
群
全
体
の
改
良

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
気
を

強
め
ま
す
。
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加工品を持つ阿部さん。包装には自身の顔写真が印刷されている

情報収集は欠かさないという阿部さん

地
の
資
金
繰
り
に
奔
走
し
た
時
期
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
近
隣
の
農
家
と
の

野
菜
の
共
同
出
荷
や
、
選
別
機
の
導
入

に
よ
って
生
産
効
率
や
売
り
上
げ
改
善
を

模
索
し
て
切
り
抜
け
、
４６
歳
の
頃
に
は

株
式
会
社
阿
部
農
園
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。「
小
清
水
町
は
耕
作
地
と
し
て
恵
ま

れ
て
い
る
が
、そ
の
中
で
も
、
う
ち
の
よ

　
株
式
会
社
阿
部
農
園
の
阿
部
正
一
さ

ん（
６０
）は
小
清
水
町
で
ゴ
ボ
ウ
や
ニ
ン

ジ
ン
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
３３
㌶
を
耕
作
し

て
い
ま
す
。

　
正
一
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
実

家
の
農
業
を
継
ぐ
形
で
就
農
し
、
４０
年

以
上
農
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
就
農

し
て
間
も
な
い
頃
は
、
新
た
に
買
っ
た
農

う
に
1
メ
ー
ト
ル
の

作
土
が
あ
る
畑
は

多
く
な
い
。
自
分
の

畑
で
何
が
で
き
る
か

常
に
考
え
て
い
た
」

と
阿
部
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

経
費
節
約
だ
け

じ
ゃ
な
い

　
生
産
し
た
ゴ
ボ

ウ
の
多
く
は
関
東
の
加
工
会
社
へ
販
売

し
て
い
ま
す
が
、
輸
送
コ
ス
ト
軽
減
の
た

め
に
自
ら
ゴ
ボ
ウ
を
輸
送
し
て
い
ま
す
。

「
直
接
会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
で
信
頼
を

得
や
す
い
し
、
相
手
の
経
営
が
ど
の
よ
う

な
状
態
か
も
掴
め
る
。こ
ち
ら
は
高
く
売

り
た
い
が
、
加
工
業
者
は
で
き
る
だ
け
安

く
買
い
た
い
だ
ろ
う
か
ら
、そ
う
い
う
取

引
の
判
断
材
料
に
も
な
る
」と
正
一
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

　
正
一
さ
ん
の
ゴ
ボ
ウ
は
、
販
売
先
の
加

工
会
社
で
チ
ッ
プ
ス
に
加
工
さ
れ
て
い
ま

す
。ゴ
ボ
ウ
の
食
物
繊
維
や
き
ん
ぴ
ら
ゴ

ボ
ウ
風
味
の
味
付
け
が
好
評
で
、
加
工

会
社
の
ゴ
ボ
ウ
需
要
が
増
え
た
こ
と
で
、

現
在
は
ゴ
ボ
ウ
販
売
額
だ
け
で
７
千
万

円
近
い
収
益
が
あ
り
ま
す
。チ
ッ
プ
ス
は

主
に
関
東
圏
で
し
か
販
売
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
北
海
道
で
は
入
手
困
難
で
す
。

後
継
者
の
た
め
に
で
き
る
事

　
現
在
は
主
な
作
業
を
息
子
さ
ん
に
任

せ
、
繁
忙
期
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
正
一
さ
ん
は
、
後
継
者
を
育
て
る
環

境
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
取
得
を
断
念
し
て
い
ま
し
た
が

「
継
続
で
き
る
農
業
に
は
、
後
継
者
が
安

心
し
て
働
け
る
労
働
環
境
の
整
備
が
必

要
だ
」と
考
え
、Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。他
に
も
福
利

厚
生
や
仕
事
の
結
果
を
従
業
員
に
還
元

す
る
な
ど
、
後
継
者
の
た
め
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

小清水町

さん
阿部 正一
あ しょう  いちべ

情
報
収
集
と
試
行
錯
誤
で

次
代
に
繋
げ
る
農
業
を

こ  

じ
ま
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

　15のテーマガーデンから構成される「ゆにガーデン」
は、園内に四季折々の花やハーブが植えられています。
中でも北海道最大級を誇る「コキアの丘」は、まんまるふ
わふわなコキアが3万2千株植えられ、広大な敷地に広が
る景色が魅力です。夏の緑色に始まり秋の紅葉時期には
真っ赤に色づき、最後はコキアの別名「ほうき草」のとお
り、ほうき色へと移り変わる様子を7月～10月下旬まで
の期間、鑑賞することができます。
　センターハウス内のレストランやカフェテリアでは、由
仁町近郊で採れた野菜を使用したヘルシーなランチバ
イキングや「由栗いも」のソフトクリームなどを提供して

います。
　ホームページでは「コキア成長日記」を配信しており、
直近のコキアの様子を見ることができます。手入れの行
き届いた庭で、癒しのひと時を過ごしてみてはいかがで
しょうか。

　江戸時代からそばの耕作が続く福島町千軒地区で、
収穫したそばを多くの方に食べてもらおうと”千軒そば
生産会（佐藤孝男会長）”が直営するそば専門店「千軒
そば」を開店しました。
　生産量が少ないことから「まぼろしのそば」と呼ば
れ、全国的にも珍しい加熱をせず自然乾燥させたそば
は、風味や旨味が凝縮した十割そばとなっています。
　そばつゆにも地元産の椎茸・昆布を使用しており、福
島町の旨味がつまった千軒そばを召し上がってみては
いかがでしょうか。

福島町

由仁町

興部町

清水町

別海町

NOSAI 北海道

北海道最大級の「コキアの丘」
ゆにガーデン

地産地消で作る「十割そば」

さ とうたか お
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　知床半島と根室半島の真ん中に、釣り針のような形を
した全長28kmに及ぶ日本最大の砂嘴、野付半島があり
ます。
　野付半島の歴史は古く、寛政11（1799）年に、江戸幕
府によって野付崎（現野付半島）に通行屋が設けられ、国
後島へ渡るための要所となりました。19世紀初頭には、
有数のニシン漁場として、春には根室の番屋から出稼ぎ
に来る人でにぎわい、漁番屋、蔵などが50～60軒ほど存
在しました。
　さらに、気が楽になるところという意味の「キラク」と
いう歓楽街があり、遊女がいたり鍛冶屋があったりな

ど、かなりの喧騒だった
と地元で語り継がれてい
ます。
　現在は人気がなく荒
涼としていますが、過去
に歓楽街があったという
のは時代の変遷を感じ
させます。道東に来た際
には、ぜひお立ち寄りく
ださい。

消えた幻の歓楽街「キラク」

　十勝の清水町にある村上牧場では、自家生産した牛
乳を用いた乳製品を「（有）あすなろファーミング」で販
売しています。
　村上博昭さん、亜樹子さん夫婦で営む同牧場では、
JAS有機での土づくり、100％自家産の牧草と国産の
混合飼料による牛づくりを行っています。
　またアニマルウェルフェア認証も取得しており、牛の
ストレス軽減を目的とした管理を徹底しています。「商
品の良さは原料である生乳の質に左右される」と考え、
消費者に喜ばれる商品作りのため、日々の管理に力を

入れています。
　牧場に併設された博昭さんの弟・悦啓さんが代表を
務める「(有)あすなろファーミング」では、村上牧場で生
産された牛乳のほかにソフトクリームも販売していま
す。インターネットでは牛乳やヨーグルト、プリンなどが
購入可能ですので、ぜひ味わってみてください。

カフェスペースで景色を眺めながら
お食事「ミルクホール」

牛のストレス軽減を最大限に考えた
飼養管理で生産された牛乳を使用

よしひろ

むらかみひろあき あ き こ

　「ミルクホール」は、平成3年に開店したノースプレイン
ファームの直営販売店です。ノースプレインファームの
牛たちは、有機JASの規格で化学的に合成された農薬や
肥料を使用しない牧草を食べさせ、広々とした放牧地で
十分な運動と日光浴をさせています。このような環境で
育てた牛から搾った自慢の牛乳は、牧場敷地内の自社工
場でヨーグルトやチーズ、バターなどに加工されていま
す。ミルクホールではこれらの自社商品のほか、北海道
のワインや全国各地から揃えたこだわりの食品を購入す
ることができます。

　また、店舗の半分はカフェス
ペースになっており、ハンバーグ
をメインにチーズやバターを使
用した食事のほか、ソフトクリー
ムなどのデザートも提供してい
ます。カフェスペースで牧場の景
色を眺めな
がらのんびり
と過ごしてい
ただけます。

https://asunaro-farming.co.jp/ （有）あすなろファーミングHP

https://northplainfarm.co.jpHP

ひと け
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正解者の中から抽選で
「エルパソ豚牧場の「どろぶた」缶詰４点
セット」を30名の方にプレゼントします！

kouhou@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和6年８月２３日（金）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそのご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話番号・右記クイズの答
えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

NOSAIクイズ

応募
方法

応募
〆切り

プレゼントを当てよう！

今
号
の
表
紙

今回の
プレゼント

応募フォーム

前号の
答え

NOSAIクイズ

エルパソ豚牧場の「どろぶた」缶詰４点セット
　エルパソ豚牧場の「どろぶた」は十勝幕別町の広大な大地で育てられたオリジナ
ルの放牧豚です。名前のとおり、どろんこ遊びが大好きで、ビタミンとミネラルを含
んだ天然の土を食べて育つことで、豚特有の臭みを抑えられ肉質と味が違います。
　今回は、その「どろぶた」を使用した製品の中から、シンプルに塩でじっくり煮込ん
だ「ごろごろ塩煮込み」、トマトでことこと煮込んだ「イタリア風モツ煮込み」、たっぷ
り肉のついたなんこつを和風味で煮込んだ「やわらか和風なんこつしょうゆ味」、和
風豚肉料理の王道の味「ごろごろ角煮」の缶詰4点セットをお届けします。
　パッケージには障がいに負けない人々の心と、未来を担う地元の子どもたちの想
いが描かれています。こだわりの商品をぜひご賞味ください。

　

幕
別
町
日
新
の
合
同
会
社
久
保
田
牧
場
は
昭
和
29
年
か
ら
搾

乳
を
行
う
牧
場
で
、代
表
の
久
保
田
良
幸
さ
ん（
67
）を
中
心
に
現

在
経
産
牛
1
5
7
頭
、未
経
産
牛
1
6
5
頭
を
飼
養
し
て
お
り
、

令
和
４
年
４
月
に
念
願
の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
が
完
成
し
ま
し

た
。

　
こ
の
牛
舎
は
カ
ナ
ダ
の
牧
場
を
視
察
し
検
討
を
重
ね
た
も
の

で
、レ
リ
ー
社
製
の
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
牛
舎
に
、砂
の
牛
床
を
採
用
し

た
牧
場
は
道
内
で
2
カ
所
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　

久
保
田
さ
ん
は「
砂
の
牛
床
は
維
持
管
理
で
大
変
な
面
も
あ
る

が
、肢
蹄
に
優
し
く
牛
が
気
持
ち
良
く
寝
て
く
れ
る
こ
と
や
、砂
は

無
機
質
な
た
め
衛
生
的
で
あ
る
な
ど
、そ
れ
を
上
回
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
」と
話
し
ま
す
。

　

久
保
田
さ
ん
は
T
M
R
セ
ン
タ
ー「
札
内
フ
ィ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」

の
代
表
を
務
め
て
4
年
に
な
り
ま
す
。ま
た
従
業
員
に
対
し
て
も

勉
強
会
な
ど
へ
積
極
的
に
送
り
出
し
、若
い
人
材
を
育
て
る
こ
と

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
「
牛
た
ち
を
大
事
に
長
く
飼
う
事
」を
方
針
と
す
る
同
牧
場
で

は
、15
歳
に
な
る
牛
も

飼
養
し
て
お
り「
系

統
と
飼
い
方
を
大
切

に
し
て
、フ
リ
ー
ス

ト
ー
ル
に
お
い
て
も
長

く
飼
う
こ
と
を
今
後

も
目
指
し
た
い
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

砂の牛床は肢に擦れや切り傷ができづらく、
蹄が滑らないため楽に寝起きができます

よ
し
ゆ
き

く  

ぼ   

た

次の　 に漢字を入れて2字熟語を
完成させよう！ ３つの漢字を合わせると・・・？
漢字は矢印の方向に読んでください。

A1

写

迫 価

心

答え：

A2 A3

初

常 至

空

A1

朝

元 時

夜

A3

A2

クイズに
答えて

メールアドレスが変わりました

8 19A1 A2 17A3

18



ＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせ

5月10日
5月13日

5月15日
5月17日

第1回余裕金運用管理委員会（TV会議）  
第1回農作専門委員会（TV会議）  
第1回家畜専門委員会（TV会議）  
第1回安全運転管理委員会（TV会議）  
第2回理事会（札幌）  
第1回監事会（札幌）  

6月6日

6月7日

第3回理事会（札幌） 
令和6年度総代研修集会（札幌） 
第3回通常総代会（札幌） 
第2回監事会（札幌） 
第4回理事会（札幌） 

組合の動き 5月～6月 組合で開催された主な会議等を掲載します。

　令和５年産農・畑作物共済の5月分
仮渡し共済金を5月31日（金）に支払
いました。
　農作物共済は水稲で550戸の対象
者に342,594,840円、畑作物共済は
4品目で延べ1,718戸の対象者に
985,580,326円を支払いました。

5月分仮渡し共済金を支払いました

水稲
大豆
小豆

いんげん
スイートコーン
畑作物　計

農作物共済
作物名 支払戸数（戸） 支払共済金（円）

畑作物共済

農・畑作物合計

550
179
1,142
395
2

1,718
2,268

342,594,840
91,906,632
580,825,070
310,016,420
2,832,204

985,580,326
1,328,175,166

令和5年産 農・畑作物仮渡し共済金（令和6年5月支払分）

かねだ たつろう

令和5年度交通安全等表彰式を開催しました

令和5年度第1位の道南北部家畜診療所へ贈られた賞状

　令和6年6月6日に、札幌市の共済ホールにて令和6年度総代研修集会
を開催しました。
　104人の総代が出席した研修集会では、「令和5年度決算及び令和6年
度予算の概要について」など、計4部構成で研修を行いました。

令和6年度総代研修集会を開催しました

第3部「遠隔診療の積極的な活用と定着に向けての取組み」の様子

　上記の総代研修集会に先立ち「令和5年度交通安全等表彰式」を
開催し、受賞者を代表してみなみ統括センター道南北部家畜診療
所の兼田達朗所長が登壇しました。
　表彰は、自動車の安全運転と良好な車両保全管理に努め、他の
模範となる職員（上位5位）に褒章を与え、これをもってＮＯＳＡＩ北
海道の安全運転を奨励し、職員の安全とＮＯＳＡＩ北海道の自動車事
故防止とすることを目的として実施しています。
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一般社団法人日本ホームパーティー協会
ホームパーティー検定®認定講師、
日本酒利酒師　上川大雪酒造アンバサダー
「Festavolo」主宰

スタジオ撮影フードスタイリスト、レシピ開発、広告
メニューデザイン、家庭科授業外部講師、メディア出
演等活躍中。
日本酒利酒師・日本酒品質鑑定士・酒粕麹マイス
ター・イタリア料理ソムリエ等、日本酒をはじめ食に
関する資格を多数所持。
フードコンサルタント事業なども手掛ける。
北海道農政部 食の安全推進局食品政策課 北海道らしい食づくり名人。

おかざきおかこ

2024.7　Vol.13
企画・発行／北海道農業共済組合
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札幌市中央区北４条西１丁目１番地 北農ビル15階
TEL.011-271-7212　FAX.011-232-3246
URL https://www.nosai-do.or.jp

広報紙

お好みでハーブソルトや乾燥バジル、乾燥パ
セリを加えると一層風味が豊かになります。

材料
（パイ生地1枚分）

200℃に予熱したオーブンで30分間しっかり
焼く。パイが黄金色になりサクサクしているこ
とを確認してください。

トマトと玉ねぎをそれぞれ薄くスライスする。
（トマト5～6ミリ程度、玉ねぎ3ミリ程度）
トマトと玉ねぎは、均一にスライスすることで
焼きあがりが美しくなります。

作り方

party food stylist パーティーフードスタイリスト

・トマト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・冷凍パイシート・・・・・・・・・・・・・
・オリーブオイル・・・・・・・
・塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・ブラックペッパー・・・・・・・・・

２個
1/２個
1枚

小さじ1
適量
適量

簡単に作れて見た目も可愛らしいので、
普段の食事やおもてなしにもおすすめです。
トマトパイで夏のおいしさを満喫しよう！

濃厚な旨みが口いっぱい広がる！
至福の簡単トマトパイ

パイシートの上にトマトと玉ねぎのスライスを
交互に少しずつずらしながら並べ、塩とブラッ
クペッパーを振り、最後にオリーブオイルを全
体にかける。

Instagram
＠okacofestavolo




